
　

本
書
は
一
九
七
〇
年
前
後
に
生
ま
れ
た
四
〇

歳
前
後
の
気
鋭
の
研
究
者
が
、
学
問
的
な
領
域

を
超
え
て
「
憲
政
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
編
集
し

た
論
文
集
で
あ
る
。
こ
の
三
人
の
要
請
に
応
じ

た
中
国
語
圏
の
執
筆
者
は
、
徐
躍
（
四
川
大
）、

薛
化
元
（
政
治
大
〈
台
湾
〉）、
周
永
坤
（
蘇
州
大
）

の
三
氏
、
学
界
で
実
力
の
認
め
ら
れ
た
五
〇
～

六
〇
歳
代
の
ベ
テ
ラ
ン
た
ち
で
あ
る
。
本
書
は

国
際
的
・
学
際
的
な
共
同
研
究
の
成
果
で
あ
り
、

Ｊ
Ｆ
Ｅ
二
一
世
紀
財
団
お
よ
び
三
菱
財
団
か
ら

の
研
究
助
成
に
基
づ
き
、
定
期
的
な
勉
強
会
を

経
て
生
み
出
さ
れ
た
。
文
系
の
研
究
を
進
め

て
行
く
条
件
は
現
在
け
っ
し
て
良
く
な
い
が
、

し
っ
か
り
と
し
た
テ
ー
マ
を
掲
げ
実
働
的
な
研

究
組
織
を
つ
く
れ
ば
、
競
争
的
な
外
部
資
金
を

獲
得
で
き
、
出
版
社
の
支
援
も
得
ら
れ
る
こ
と

を
著
者
た
ち
は
身
を
も
っ
て
示
し
た
。
い
う
ま

で
も
な
く
基
礎
的
な
学
問
を
持
続
的
に
深
め
る

た
め
に
は
、
公
的
で
潤
沢
な
研
究
費
の
裏
付
け

が
必
要
だ
が
、
著
者
た
ち
は
現
状
を
突
破
す
る

た
め
の
ひ
と
つ
の
可
能
性
を
示
し
た
と
い
え
よ

う
。

　

評
者
に
は
憲
政
研
究
を
め
ぐ
る
、
ひ
と
つ
の

思
い
出
が
あ
る
。
五
、
六
年
前
に
北
京
で
開
か

れ
た
研
究
会
に
参
加
し
た
と
き
の
こ
と
、
あ
る

高
名
な
中
国
人
研
究
者
が
、
中
国
近
代
史
に
お

い
て
憲
法
に
実
効
性
は
な
く
、「
机
上
の
空
論
」

で
し
か
な
か
っ
た
と
発
言
し
、
あ
っ
け
に
と
ら

れ
た
の
で
あ
る
。
彼
は
中
国
の
民
主
化
を
論
じ

る
に
は
、
も
っ
と
相
応
し
い
テ
ー
マ
が
あ
る
、

と
主
張
し
た
か
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。だ
が
、

最
近
で
は
中
国
で
も
憲
政
を
テ
ー
マ
と
す
る
研

究
が
進
展
し
つ
つ
あ
り
、
時
代
は
変
わ
っ
た
。

日
本
で
も
本
書
の
訳
者
の
ひ
と
り
吉
見
崇
ら
を

は
じ
め
と
し
て
、
憲
政
を
め
ぐ
る
研
究
が
活
性

化
し
つ
つ
あ
る
。
本
書
は
学
界
を
リ
ー
ド
し
、

研
究
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
を
切
り
拓
く
も
の
で
あ

る
。

　

と
は
い
え
条
文
の
解
説
や
憲
法
に
関
わ
る
新

事
実
を
発
掘
す
る
だ
け
で
は
、
学
界
と
い
う
狭

い
「
蛸
壺
」
を
脱
し
て
、
広
く
国
民
に
研
究
成

果
を
還
元
す
る
こ
と
は
で
き
ま
い
。
ま
し
て
日

本
人
が
日
本
で
公
開
す
る
研
究
に
お
い
て
は
、

な
ぜ
中
国
の
憲
政
に
つ
い
て
論
じ
る
の
か
、
と

い
う
問
い
に
答
え
る
こ
と
が
、
極
め
て
重
要
と

な
る
。
本
書
で
は
、こ
の
問
い
に
対
し
て
「
序
」

と
各
部
冒
頭
の
「
研
究
の
視
角
と
方
法
」
に
お

い
て
、
丁
寧
か
つ
明
確
に
答
え
て
い
る
。
そ
れ

を
一
言
で
い
え
ば
、
議
会
で
あ
れ
、
政
府
で
あ

れ
、
あ
る
い
は
民
衆
運
動
や
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア

＝
「
世
論
」
で
あ
れ
、
あ
ら
ゆ
る
権
力
か
ら
個

人
を
守
る
と
い
う
課
題
に
と
っ
て
、
民
主
主
義
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意
識
の
深
さ
か
ら
の
み
論
じ
る
つ
も
り
は
、
毛

頭
な
い
。
だ
が
評
者
は
、
書
き
手
の
好
事
家
的

な
興
味
し
か
伝
わ
ら
な
い
論
文
に
、
さ
し
た
る

関
心
を
持
て
な
い
。

　

本
書
は
憲
政
問
題
を
真
正
面
か
ら
事
実
に
即

し
て
論
じ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
光
の

当
た
ら
な
か
っ
た
中
国
近
現
代
史
の
一
面
を
明

ら
か
に
し
た
。
こ
の
特
徴
を
導
く
た
め
に
本
書

は
三
部
構
成
を
と
り
、
第
一
部
「
政
治
史
か
ら

の
ア
プ
ロ
ー
チ
」
に
「
近
代
中
国
憲
政
史
に
お

け
る
自
由
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
─
─
張
知
本
の

憲
法
論
と
中
華
民
国
憲
法
の
制
定
過
程
」（
中

村
）、「
憲
法
の
制
定
か
ら
憲
法
の
施
行
へ
─
─

﹁
政
協
憲
草
﹂
と
リ
ベ
ラ
リ
ス
ト
の
憲
政
主
張

（
一
九
四
六
─
一
九
七
二
）」（
薛
）
を
、第
二
部「
社

会
史
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
」
に
「
新
式
学
校
の

設
立
と
郷
村
の
慣
習
・
民
俗
を
め
ぐ
る
文
化
摩

擦
─
─
清
末
新
政
期
、
四
川
省
に
お
け
る
廟
の

樹
木
の
伐
採
問
題
」（
徐
）
と
「
一
九
四
〇
年

代
、
四
川
省
に
お
け
る
地
方
民
意
機
関
と
秘
密

結
社
」（
山
本
）
を
、
第
三
部
「
憲
法
学
か
ら
の

ア
プ
ロ
ー
チ
」
に
「
紆
余
曲
折
の
中
国
憲
政
研

究
六
〇
年
─
─
『
人
民
日
報
』
掲
載
論
文
を
手

が
か
り
に
」（
周
）
と
、「
現
代
中
国
の
立
憲
主

は
万
能
な
の
か
、と
い
う
問
い
か
け
に
な
ろ
う
。

つ
ま
り
多
数
決
原
理
が
民
主
主
義
に
と
っ
て
い

か
に
重
要
で
あ
れ
、
そ
こ
に
「
赤
信
号
み
ん
な

で
渡
れ
ば
怖
く
な
い
」
と
い
う
危
険
性
が
含
ま

れ
て
い
る
こ
と
を
自
覚
し
な
け
れ
ば
、
結
局
は

個
の
尊
厳
を
守
る
と
い
う
建
前
は
絵
空
事
と
な

る
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
誰
も
侵
す
こ
と

の
で
き
な
い
人
権
を
憲
法
に
よ
っ
て
守
る
と
い

う
立
憲
主
義
は
、
著
者
た
ち
が
言
う
よ
う
に
、

と
き
に
民
主
主
義
と
厳
し
く
対
立
す
る
。
憲
政

（
立
憲
主
義
）
と
民
主
主
義
の
緊
張
関
係
を
問
う

こ
と
は
、
中
国
に
限
ら
な
い
普
遍
的
な
課
題
な

の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
本
書
の
問
題
意
識
は
、
現
実
社
会

と
正
面
か
ら
向
き
合
お
う
と
い
う
覚
悟
に
支
え

ら
れ
て
い
る
こ
と
で
、
一
層
説
得
的
で
あ
る
。

た
と
え
ば
「
立
憲
主
義
か
民
主
主
義
か
」
と
い

う
問
い
に
唯
一
の
正
し
い
解
な
ど
無
く
、
我
々

一
人
一
人
が
「
自
ら
の
信
念
に
基
づ
い
て
」
答

え
る
か
し
か
な
い
、
と
い
う
石
塚
の
言
葉
に
、

評
者
は
学
問
に
対
す
る
真
摯
さ
を
感
じ
、
強
く

啓
発
さ
れ
た
（
一
七
三
頁
）。
た
し
か
に
〝
覚
悟
〟

を
声
高
に
叫
ぶ
こ
と
と
、
そ
の
著
者
の
論
文
の

質
と
は
無
関
係
で
あ
る
。
評
者
も
本
書
を
問
題

『
人
民
中
国
』
は
中
国
で
編
集
・
発
行
さ
れ
る
日
本

語
雑
誌
で
す
。
政
治
、
社
会
、
考
古
、
歴
史
、
美
術

な
ど
幅
広
い
分
野
の
情
報
を
満
載
。
見
本
誌
贈
呈
。

☎
０
３
（
３
９
３
７
）
０
３
０
０
（
東
方
書
店
）

二
〇
一
〇
年
一
月
号
よ
り
『
人
民
中
国
』
デ
ジ
タ
ル

版
をFujisan.co.jp

で
販
売
し
て
い
ま
す
。
サ
ン

プ
ル
版
の
試
し
読
み
（
無
料
）
も
で
き
ま
す
。

　

http://w
w
w
.fujisan.co.jp/m

agazine/1385
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【
特
集
】
四
川
汶
川

大
地
震
か
ら
三
年
◆

山
東
・
寿
光
―
脚
光

浴
び
る
中
国
の
一
大

野
菜
基
地
【
連
載
】

革
命
史
跡
を
訪
ね

る
③
貴
州
・
遵
義

―
遵
義
会
議
会
場

跡
◆
チ
ャ
イ
ナ
・

パ
ワ
ー
を
読
み
解

く
P
a
r
t
Ⅱ
⑥
中
国
の
力
も
借
り
た
復
興

計
画
を
◆
日
だ
ま
り
⑥
長
城
よ
り
運
河
が
有

益
？
◆
中
国
伝
統
の
技
⑧
玉
と
金
の
結
合
彫

刻
「
金
鑲
玉
」
◆
私
の
し
ご
と
⑰
視
聴
者
と
番

組
を
つ
な
ぐ
「
架
け
橋
」
テ
レ
ビ
番
組
キ
ャ
ス

タ
ー
◆
郭
沫
若
の
詩
集
『
女
神
』
発
刊
九
十

周
年
・
郭
沫
若
記
念
館
館
長
・
郭
平
英
さ
ん
ほ
か



義
と
民
主
主
義
─
─
人
民
代
表
大
会
の
権
限
強

化
か
違
憲
審
査
制
の
導
入
か
」（
石
塚
）
を
、
配

置
す
る
も
の
と
な
っ
た
。

　

第
一
部
で
は
従
来
の
研
究
が
着
目
し
て
き
た

在
野
の
反
政
府
的
な
憲
政
思
想
で
は
な
く
、
執

政
党
で
あ
る
国
民
党
内
の
憲
政
論
者
で
あ
る
張

知
本
と
雷
震
を
と
り
あ
げ
て
い
る
。
中
村
と
薛

は
、
国
民
党
系
の
知
識
人
の
国
家
制
度
の
設
計

に
つ
い
て
、「
中
華
民
国
憲
法
」
の
形
成
・
実
施

過
程
に
即
し
て
、
一
九
三
〇
年
代
か
ら
七
〇
年

代
ま
で
を
議
論
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
二
編
の

論
文
か
ら
は
、
一
般
的
に
儒
教
的
な
一
党
独
裁

の
面
が
強
調
さ
れ
る
国
民
党
が
有
し
た
、
リ
ベ

ラ
ル
で
普
遍
的
な
要
素
に
つ
い
て
知
る
こ
と
が

で
き
る
。
ま
た
中
村
・
薛
と
も
に
、
国
際
的
な

思
想
潮
流
と
の
関
連
も
視
野
に
い
れ
る
こ
と

で
、
よ
り
深
い
歴
史
理
解
を
導
い
た
。

　

第
二
部
で
は
憲
法
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
憲

政
実
施
の
準
備
と
し
て
の
教
育
の
普
及
お
よ
び

民
意
機
関
の
開
設
が
社
会
の
現
実
と
ど
う
関
係

し
た
か
を
、
従
来
の
研
究
が
ほ
と
ん
ど
使
用
し

な
か
っ
た
（
あ
る
い
は
使
用
で
き
な
か
っ
た
）
地

方
文
書
や
口
述
史
料
を
駆
使
し
て
議
論
し
て
い

る
。
徐
と
山
本
の
着
眼
点
は
、
こ
の
憲
政
実
施

準
備
が
も
た
ら
し
た
地
方
社
会
の
混
乱
に
あ

り
、
憲
政
を
受
け
入
れ
る
社
会
的
基
盤
の
形
成

の
困
難
さ
に
つ
い
て
、
伝
統
中
国
と
の
関
連
か

ら
実
証
的
に
問
題
提
起
を
お
こ
な
っ
た
。
特
に

議
会
的
な
機
関
の
設
置
が
、
む
き
出
し
の
欲
望

を
後
押
し
た
事
実
を
描
く
山
本
論
文
は
示
唆
的

で
あ
る
。

　

第
三
部
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
歴
史
研
究
者
の

論
文
に
加
え
て
、
法
学
者
の
論
文
二
編
が
収
録

さ
れ
、極
め
て
刺
激
的
な
議
論
が
提
起
さ
れ
た
。

石
塚
と
周
は
主
と
し
て
人
民
共
和
国
期
を
と
り

あ
げ
、
狭
義
の
立
憲
主
義
＝
個
人
の
基
本
的
な

人
権
を
守
る
思
想
の
定
着
が
、
レ
ー
ニ
ン
主
義

的
な
政
党
の
も
と
で
い
か
に
困
難
で
あ
る
の
か

に
つ
い
て
理
論
的
に
論
じ
た
の
で
あ
る
。
同
時

に
今
日
の
中
国
に
お
け
る
変
化
の
兆
し
に
つ
い

て
も
、
説
得
的
な
議
論
を
提
起
し
て
い
る
。
ま

た
周
の
『
人
民
日
報
』
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
数
量

分
析
は
、
方
法
的
に
ユ
ニ
ー
ク
で
あ
っ
た
。

　

総
じ
て
い
え
ば
、
本
書
か
ら
は
中
国
に
お
い

て
も
立
憲
主
義
を
定
着
さ
せ
よ
う
と
す
る
真
摯

な
努
力
が
、
今
日
ま
で
継
続
し
て
い
る
こ
と
が

知
ら
れ
る
。
同
時
に
そ
の
努
力
を
阻
む
も
の
は

一
党
独
裁
に
基
づ
く
政
党
国
家
シ
ス
テ
ム
だ
け
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で
な
く
、
民
衆
の
側
の
法
意
識
や
権
利
意
識
に

も
あ
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
。
日
本
を
含

む
ア
ジ
ア
の
憲
政
問
題
を
、
中
国
と
い
う
場
か

ら
考
え
る
視
座
が
提
起
さ
れ
た
と
い
え
よ
う
。

中
国
の
「
特
殊
」
な
「
専
制
主
義
」
的
要
素
を

指
摘
す
る
だ
け
で
は
、
中
国
を
理
解
す
る
こ
と

に
な
ら
な
い
の
は
、
本
書
の
成
果
か
ら
も
明
ら

か
で
あ
る
。

　

最
後
に
評
者
の
感
想
を
二
点
に
絞
り
、
羅
列

し
て
お
く
。
一
点
目
は
「
近
現
代
史
」
と
い
う

本
書
に
頻
出
す
る
用
語
に
関
わ
っ
て
い
る
。
た

と
え
ば
憲
政
の
近
代
は
い
つ
始
ま
る
の
だ
ろ
う

か
。
一
九
一
一
年
、
一
九
二
八
年
、
一
九
四
九

年
の
三
つ
の
革
命
は
、
憲
政
史
に
お
い
て
、
ど

の
よ
う
な
意
味
を
持
つ
と
考
え
る
べ
き
な
の
だ

ろ
う
か
。
あ
る
い
は
右
の
時
期
区
分
は
、「
革

命
史
」
に
こ
だ
わ
り
す
ぎ
か
も
知
れ
な
い
。
と

す
れ
ば
憲
政
史
と
し
て
、
い
か
な
る
指
標
で
近

代
と
現
代
と
を
時
期
区
分
す
べ
き
な
の
だ
ろ
う

か
。
具
体
的
に
い
え
ば
中
村
論
文
が
扱
う
一
九

三
〇
～
四
〇
年
代
と
、
石
塚
論
文
と
が
扱
っ
た

今
日
に
お
け
る
憲
政
史
上
の
課
題
は
同
じ
な
の

か
、
あ
る
い
は
異
な
る
の
か
。
異
な
る
と
す
れ

ば
、
そ
の
違
い
は
時
期
区
分
と
ど
う
関
連
す
る


